


ライブとやま

ティーチイン

私
は
、
旅
が
好
き
で
、

一
人
で
、
あ
る
い
は
数
人
で
各
地
を
訪
ね
歩
く
の
で
す
が
、

そ
の
際
に
は
、
い
つ
も
必
ず
そ
の
旅
の
テ

l
マ
が
あ
り
ま
す
。
共
通
の
大
き
な
テ
ー

マ
は
、
「
人
に
会
う
」
こ
と
。
つ
ま
り
、
そ
の
土
地
で
生
活
を
営
ん
で
い
る
人
、
自
分

と
同
じ
く
そ
の
土
地
を
訪
れ
に
き
た
人
な
ど
様
々
な
人
々
と
の
偶
然
の
出
会
い
を
求

め
て
旅
に
で
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、
場
所
、
す
な
わ
ち
土
地
そ
の
も
の

は
、
人
と
の
出
会
い
の
パ
ッ
ク
H
背
景
と
な
る
こ
と
が
多
い
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
今
回
の
こ
の
「
テ
ィ

l
チ
イ
ン
」
は
、
富
山
県
を
見
て
、
肌
で
ふ
れ
て
、

理
解
す
る
と
い
う
目
的
で
し
た
か
ら
、
北
皇
示
、
全
体
像
で
あ
る
富
山
県
そ
の
も
の
が

主
題
で
、
私
は
「
富
山
県
に
あ
い
に
い
く
」
と
い
う
感
覚
で
し
た
。

今
回
、
産
業
、
文
化
、
芸
術
、
自
然
と
、
富
山
県
の
い
ろ
い
ろ
な
素
顔
と
対
面
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
ど
れ
も
欠
か
せ
な
い
大
事
な
顔
だ
と
思
い
ま
す

が
、
私
は
と
り
わ
け
、
文
化
、
な
か
で
も
芸
術
の
顔
に
と
て
も
興
味
を
も
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
が
、
こ
の
旅
独
自
の
小
さ
な
テ

l
マ
で
も
あ

っ
た
か
ら
で
す
。

井
波
町
に
は
、

A
ー
な
お
伝
統
と
歴
史
を
し
っ
か
り
と
受
け
継
い
で
い
く
姿
が
あ
り
、

利
賀
村
で
は
、
歴
史
と
い
う
全一
川
葉
が
よ
う
や
く
生
ま
れ
て
、
伝
統
を
作
ろ
う
と
し
て

い
る
雌
動
感
が
あ
り
、
県
立
近
代
美
術
館
に
は
、
そ
の
ど
ち
ら
と
も
違
う
、
リ
ア
ル

タ
イ
ム
の
仲
ぷ
術
が
、
私
達
と
同
時
か
つ
別
伝
進
行
形
で

ιι
す
る
、
ど
れ
も
私
に
は

大
変
魅
力
的
で
し
た
。

芸
術
に
接
す
る
時
は
、
そ
れ
を
と
り
ま
く
も
の
も
重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
に
な
る
と
、

私
は
常
日
頃
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
は
、
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
舞
台
は
、

空
、
地
、
水
が
三
位

一
体
と
な
っ
て
、
普
通
の
劇
場
で
は
絶
対
味
わ
う
こ
と
の
で
き

な
い
独
特
の
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
又
、
美
術
館
も
、
建
物
そ
の
も
の
の
っ

く
り
、
吉
岡
さ
、
広
さ
、
明
る
さ
、
展
示
物
の
間
隔
等
、
本
来
脇
役
と
思
わ
れ
る
よ
う

な
と
こ
ろ
も
、
主
役
に
匹
敵
す
る
よ
う
な
心
く
ば
り
が
感
じ
ら
れ
、
よ
り

一
層
ひ
き

た
て
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
空
聞
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
空
間
表
現
の
う
ま
さ
は
、
物
理
的
に

有
利
な
点
が
あ
る
と
も
い
え
る
と
思
い
ま
す
が
、
東
京
な
ど
都
心
に
は
も
は
や
真
似

の
で
き
な
い
富
山
県
の
強
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

話
題
が
、
「
文
化
二
つ
に
集
中
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
富
山
県
は
、
い
ろ
い
ろ

な
顔
を
も
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
訪
れ
る
人
々
に
、
何
か

一
つ
イ
ン
パ
ク
ト
を
与

え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

「
も
う

一
度
訪
ね
た
い
」
こ
れ
が
、
旅
を
終
え
て
の
木
工
且
な
感
想
で
す
。
今
度
訪
れ

た
時
、
富
山
県
は
ど
ん
な
素
顔
を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
。

第
4
回
特
産
王
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

県
内
で
作
ら
れ
て
い
る
特
産
品
を
一
堂
に
集
め
た
第
四
回
特

産
王
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
十
月
二
十
三
日

1
二
十
五
日
テ
ク
ノ
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
内
に
は
、
各
市
町
村
自
慢
の
特
産

品
の
ほ
か
、
農
村
生
活
改
善
グ
ル
ー
プ
の

婦
人
が
開
発
レ
た
加
工
食
品
や
、
農
業
科

を
持
つ
七
高
校
の
生
徒
が
作
っ
た
農
産
物

や
花
な
ど
が
展
示
さ
れ
、
約
十
二
万
人
の

人
が
ρ

実
リ
の
富
山
。
を
満
喫
レ
ま
レ
た
。

ま
た
、
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
初
日
の
二
十

五
日
に
は
、
会
場
内
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で

特
産
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト
が
行
わ
れ
、
最

終
選
考
に
残
っ
た
十
人
の
中
か
ら
、
女
王

に
は
斉
藤
佳
世
子
さ
ん
(
高
岡
市
)
準
女

王
に
は
、
奥
野
真
美
子
さ
ん
(
富
山
市
)

と
中
川
ま
リ
子
さ
ん
(
富
山
市
)
が
選
ば

れ
ま
レ
た
。



日
中
の
国
交
が
正
常
化
し
て
、
今
年
で
十
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。

た
講
演
会
と
祝
賀
会
が
富
山
市
内
で
開
か
れ
ま
し
た
。

日
中
国
交
正
常
化
市
周
年
記
念
講
演
会
・
祝
賀
会

こ
れ
は
、
県
日
中
友
好
団
体
連
合
会
(
会
長

中
沖
知
事
)
の
主
催
て
聞
か
れ
た
も
の
で
、
章

暗
中
国
大
使
は
じ
め
、
両
国
関
係
者
三
百
五
十

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

章
中
国
大
使
は
、
「
中
国
の
改
革
と
開
放
政
策
」

と
題
し
て
講
演
。
約

一
時
間
半
に
わ
た
リ
、
日

中
両
国
の
経
済
交
流
の
必
要
性
な
ど
に
つ
い
て

語
リ
ま
じ
た
。

こ
の
あ
と
祝
賀
会
に
移
リ
、
章
中
国
大
使
、

中
沖
知
事
さ
ら
に
は
中
国
永
住
帰
国
者
や
留
学

生
な
ど
が
、
な
ご
や
か
に
歓
談
し
ま
し
た
。

富
山
県
は
、
遼
寧
省
と
友
好
県
省
を
締
結
す

る
な
ど
、
中
国
と
は
非
常
に
親
し
い
関
係
に
あ

リ
ま
す
。

今
回
来
県
レ
た
章
中
国
大
使
も
、
福
光
町
の

松
村
記
念
館
や
富
山
医
科
薬
科
大
学
な
ど
中
国

と
ゆ
か
リ
の
あ
る
所
を
訪
問
。
富
山
と
中
国
と

の
友
好
関
係
は
、
さ
ら
に
深
ま
っ
た
よ
う
で
す
。

'竃

日中周後
さらに前進

イメージディレクター懇談会開催

こ
の
懇
談
会
は
、
富
山
県
に
ゆ
か
リ
の
あ
る

著
名
人
が
知
事
を
囲
ん
で
富
山
県
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
あ
う
も
の
で
、

今
年
が
四
回
目
で
す
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
か
ら
は
「
富
山
県
を
愛
す
る

人
々
で
富
山
県
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
作
っ
た
ら
ど

う
か
U

「
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
国
際
性
が
不
可

欠
。
留
学
生
を
富
山
に
招
待
す
る
テ
ィ
ー
チ
イ

ン
な
ど
を
実
施
で
き
な
い
か
U

な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
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健
康
づ
く
り

「
日
本
の
健
康
県
」
を
め
ざ
し
た
県
民
ヘ
ル
ス
.フ

ラ
ン
を
策
定
し
、
県
民
総
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く
リ
運
動

を
展
開
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ

ェ
ー
シ
ョ
ン
関
係
で
は
、
総
合

体
育
セ
ン
タ
ー
の
中
体
育
館

・
研
修
棟
や
空
港
ス
ポ
ー

ツ
緑
地
の
オ
ー
プ
ン
な
ど
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。

ま
た
、
後
天
性
免
疫
不
全
症
候
群
(
工
イ
ズ
)
に
関

す
る
相
談
、
検
査
体
制
を
整
備
す
る
な
ど
疾
病
予
防
に

努
め
る

一
方
、
県
立
中
央
病
院
改
築
の
基
本
構
想
を
策

定
し
、
救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
を
本
格
稼
動
さ
せ
る

な
ど
医
療
の
充
実
に
つ
い
て
も
積
極
的
に
取
リ
組
み
ま

し
た
。

社
会
福
祉
の
充
実

家
庭

・
地
域
社
会

・
施
設
が

一
体
と
な

っ
た
地
域
総

合
福
祉
の
推
進
に
努
め
ま
し
た
。

高
齢
者
が
積
極
的
に
地
域
社
会
に
参
加
し
。
い
き
い

き
長
寿
社
会
。
を
築
く
た
め
、
シ
ル
バ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
を
開
催
し
た
ほ
か
、
障
害
の
あ
る
人
に
対
す
る
施
策

と
し
て
、
県
立
新
生
園
、
高
岡
ろ
う
学
校
の
改
築
に
着

主

2 

新
し
い
産
業
基
盤
施
設
の
整
備
に

関
す
る
委
員
会

3 

雪
害
対
策
連
絡
会
議

5
 目
月
定
例
県
議
会

(
j
印
月
悶
日
)

問

近
代
美
術
館
わ
た
し
た
ち
の
壁

画
展

(
i
2月
同
日
)

.21 

公
開
テ
レ
ビ
シ
ン
ポ
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ムス
ノ
ー
サ
ミ
ッ
ト
U

25 
一
北
陸
新
幹
線
建
設
促
進
議
員
連
盟

ι
緊
急
総
会
・
整
備
新
幹
線
着
工
実

現
総
決
起
大
会
(
東
京
)

27 

富
山
県
総
合
運
動
公
園
(
仮
称
)
事

業
覚
書
調
印
式

'87/1 

14 

と
や
ま
ス
ノ

l
ピ
ア
l
ド
町

(
j
E
月
1
日
)

国
土
政
策
懇
談
会

(
i
1月
げ
日
)

16 

t 

い
き
い
き
富
山
日
本
海
鍋
ま
つ
り

(
i
1月
四
日
)

23 

産
業
構
造
研
究
会
顧
問
会
議

24 

ス
ノ
l
愛
ラ
ン
ド
ト
ヤ
マ

冬
の
く
ら
し
町

(
1
1月
白
日
)

な

来

事

(
部
年
間
月
i
m
w年
日
月
)

出い
き
い
き
富
山
日
本
海
鍋
ま
つ
り

(1
月刊
m
H
i
U
日
、
高
岡
古
城
公
園
)

高
岡
特
産
の
銅
・
ア
ル
ミ
製
の
大
鍋
で
富
山
湾
の
味

覚
を
楽
し
む
も
の
。
約
五
万
五
千
食
の
鍋
料
理
を
売
り

尽
く
し
た
。

5 

スノー愛ランドトヤマ
( 1月24・25日、テクノホール)

冬のくらしにおける生活用品、住まい、食

べ物などの展示 ・即売のほか「雪 と楽しむ暮

らしの創造」と題したシンポジウムも開催さ

れた。
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手
す
る
な
ど
施
設
整
備
も
進
め
ま
し
た
。

生
涯
学
習
の
推
進

新
大
学
構
想
に
つ
い
て
は
、
基
本
計
画
の
推
進
な
ど

構
想
の
具
体
化
の
た
め
、
県
立
大
学
創
設
準
備
室
を
設

置
す
る
な
ど
諸
準
備
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

県
立
総
合
大
学
校
(
仮
称
)
に
つ
い
て
も
そ
の
創
設

に
向
け
て
準
備
を
進
め
ま
し
た
。

文
化
の
県
づ
く
り

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
や
教
育
記
念
館
を
整
備
し
、

立
山
博
物
館
の
基
本
構
想
を
策
定
し
た
ほ
か
、
県
民
総

合
博
物
館
構
想
の
検
討
を
進
め
ま
し
た
。

県
立
近
代
美
術
館
て
は
、
第
三
国
富
山
国
際
現
代
美

術
展
や
「
北
欧
デ
ザ
イ
ン
の
今
日
|
生
活
の
中
の
形
」

展
な
ど
の
各
種
企
画
展
を
開
催
、
芸
術
鑑
賞
機
会
の
増

大
を
図
リ
ま
し
た
。

若
者
と
婦
人
の
カ
を
社
会
に

青
少
年
の
健
全
育
成
の
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
、

「
青
年
の
日
」
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
「
二
十

一
世
紀
を
目
ざ
す
と
や
ま
女
性
.フ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
婦
人
の
も
つ
豊
か
な
能
力
と
情
熱
を
地
域

社
会
に
生
か
せ
る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
。

心
ふ
れ
あ
う
快
適
な
く
ら
し
の
実
現

き
れ
い
で
豊
か
な
環
境
の
保
全
の
た
め
、
ク
リ
ー
ン

ウ
ォ
ー
タ
ー
計
画
(
水
質
環
境
管
理
計
画
)
を
策
定
レ

ま
し
た
。

ま
た
、
県
民
総
参
加
で
、
ま
ち
や
む
ら
を
美
し
く
す

る
「
ふ
る
さ
と
大
ク
リ
ー
ン
作
戦
」
な
ど
を
通
じ
て
県

土
美
化
活
動
も
強
力
に
推
進
し
ま
し
た
。

花
と
緑
の
県
づ
く
リ
に
つ
い
て
は
、
県
民
だ
れ
も
が

気
軽
に
楽
し
め
る

「
と
や
ま
森
林
浴
の
森
」
を
選
定
じ

ま
し
た
。

魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

県
の
行
政
施
策
に
文
化
性
を
導
入
す
る
と
と
も
に
、

す
ぐ
れ
た
景
観
づ
く
リ
事
業
も
積
極
的
に
推
進
し
ま
し

た
。雪

対
策
に
つ
い
て
は
、
総
合
雪
対
策
基
本
計
画
に
基

づ
き
克
雪
か
ら
利
雪
に
わ
た
る
総
合
的
な
施
策
を
展
開
、

克
雪
タ
ウ
ン
計
画
事
業
を
推
進
し
た
ほ
か
、
「
ス
ノ
ー
愛

ラ
ン
ド
ト
ヤ
マ
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
ま
し
た
。

ε 3 4 
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24 23 18 13 12 10 

5
 

ス
ノ
ー
サ
ミ
ッ
ト
「
新
し
い
雪
国

を
考
え
る
」

ア

近
代
美
術
館

〈

i
4月
5
日
)

美
と
の
対
話
即

19 

国
土
利
用
計
画
地
方
審
議
会

25 

2
月
定
例
県
議
会

(
1
3月
間
日
)

28 

救
急
医
療
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用
開

始

17 

生
涯
教
育
推
進
会
議

18 

活
力
あ
る
富
山
県
農
業
の
未
来
を

語
る
知
事
を
囲
む
中
核
農
業
者
懇

談
会

24 

高
等
教
育
機
関
整
備
推
進
委
員
会

提
言

26 

総
合
開
発
審
議
会
女
性
プ
ラ
ン
最

終
提
言

27 

公
文
書
館
竣
工
式

31 

県
民
ヘ
ル
ス
プ
ラ
ン
提
言

情
報
公
開
制
度
ス
タ
ー
ト

3 

富
山
県
議
会
議
員
選
挙
告
示

B 

高
岡
パ

l
卜
雇
用
セ
ン
タ
ー
開
所

式ンい
'87き
スい
タき
|富
卜山

観
光
キ
ヤ

ン
ハえ

富
山
県
議
会
議
員
選
挙
投
票
日

近
代
美
術
館
下
保
昭
展

(
i
5月
げ
日
)

自
動
車
税
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
・
語
る
つ
ど

い
(
立
山
町
)

花
総
合
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

27 

空
港
ス
ポ
ー
ツ
緑
地
開
園
式

6 

と
や
ま
賞
贈
呈
式

ア

樺
平
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

8 

デ
ピ
ス
カ
ッ
プ
東
洋
ゾ
ー
ン

E
回

戦
(
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

i
5月

叩
日
)

富
山
県
植
樹
祭
(
小
杉
流
通
業
務

団
地
)

9 

全
国
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム

13 

総
合
雪
対
策
推
進
会
議

公
文
書
館
竣
工

(
3
月
幻
日
富
山
市
茶
屋
町
)

da

公
文
書
な
ど
を
保
存

・
展
示
す
る
ほ
か
、

映
像
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
を
用
い
て
県
政
を
わ
か

り
や
す
く
紹
介
し
て
い
る
。

花
総
合
セ
ン
タ
ー
(
エ
レ
ガ
ガ
ー
デ
ン
)
オ
ー
プ
ン

(
4
月
M
日
砺
波
市
高
道
)

花
の
栽
培
技
術
の
紹
介
や
、
草
花

・
球
根

の
見
本
展
示
な
ど
を
行
い
、
花
と
緑
に
関
す

る
情
報
の
発
信
基
地
と
な
る
も
の
。
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全国テクノポリスシンポジウム
(5月9日 県民会館)

全国から千四百人が参加。評論家の竹ヰ十健一氏をコ

ーテマィオ、ーターとしたノfオ、ノレデPイスカッションなどでい

意見を交換した。



生
活
基
盤
の
充
実

住
宅
対
策
に
つ
い
て
は
、
住
み
よ
い
家
づ
く
リ
資
金

の
融
資
対
象
を
拡
大
レ
、
快
適
な
住
宅
の
普
及
に
努
め

た
ほ
か
、
国
際
居
住
年
に
ち
な
ん
だ

「
す
ま
い
の
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
、
そ
の
意
義
を
広
く
啓
発
し
ま
し

た
。ま

た
、
有
峰
ふ
る
さ
と
自
然
公
園
国
民
休
養
地
お
よ

び
黒
部
峡
谷
俸
平
に
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
、

富
山
県
の
す
ぐ
れ
た
自
然
の
保
全
と
利
用
促
進
を
図
リ

ま
し
た
。

総
合
交
通
体
系
の
整
備

北
陸
新
幹
線
に
つ
い
て
は
、
富
山
県
等
の
積
極
的
な

働
き
か
け
に
よ
リ
、
整
備
新
幹
線
の
建
設
凍
結
を
決
め

た
閣
議
決
定
の
廃
止
等
の
決
定
が
な
さ
れ
、
本
格
着
工

に
向
け
て

一
歩
前
進
し
ま
し
た
。

富
山
空
港
に
つ
い
て
は
、
運
用
時
間
の
延
長
を
実
施

し
、
第
三
種
空
港
と
し
て
は
全
国
で
初
め
て
の
十
三
時

間
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

ま
た
、
婦
中
大
橋
有
料
道
路
の
開
通
な
ど
、
総
合
的

な
道
路
交
通
網
の
整
備
に
も
努
め
ま
し
た
。

国
際
化
時
代
へ
の
対
応

第

一
回
富
山
県
遼
寧
省
友
好
交
流
促
進
会
議
を
開
催

レ
、
両
県
省
の
相
互
理
解
と
友
好
関
係
を
深
め
ま
し
た
。

ま
た
、

「
マ
リ
工
と
や
ま
」
内
に
国
際
文
化
セ
ン
タ
ー

を
設
置
す
る
な
ど
、
国
際
交
流
活
動
を

一
層
推
進
し
ま

し
た
。

技
術
立
県
を
め
ざ
し
て

工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
試
験
研
究
機
関
に
客
員

研
究
員
制
度
を
設
け
、
研
究
機
能
の
人
的
充
実
を
図
る

と
と
も
に
民
間
研
究
所
立
地
奨
励
制
度
を
創
設
す
る
な

ど
、
研
究
開
発
基
盤
の

一
層
の
充
実
を
図
リ
ま
し
た
。

ま
た
、
バ
イ
オ
産
業
振
興
協
会
の
設
立

・
運
営
に
対

し
積
極
的
に
支
援
を
し
、
林
業
技
術
セ
ン
タ
ー
に
つ
い

て
は
、
基
本
構
想
が
ま
と
ま
リ
、
今
後
さ
ら
に
整
備
を

続
け
て
い
き
ま
す
。

農
林
水
産
業
の
振
興

生
産
性
の
高
い
農
業
の
実
現
の
た
め
、
農
地
の
流
動

化
や
中
核
農
家
を
中
心
と
し
た
地
域
ぐ
る
み
の
営
農
体

制
を
進
め
る
と
と
も
に
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
応

用
し
た
技
術
開
発
に
も
取
リ
組
み
ま
し
た
。

ま
た
、
花
の
生
産
振
興
と
花
に
親
し
む
意
識
の
高
揚

を
め
ざ
し
、
花
総
合
セ
ン
タ
ー
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

5
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富
山
県
・
遼
寧
省
友
野
安
流
促
進

会
議

(
i
5月
日
日
)

アア8 
，I
F
↓
植
物
公
圏
構
想
懇
談
会

上
市
川
第
三
発
電
所
強
工
試

「
青
年
の
翼
・
婦
人
の
翼
」
結
団
壮

行
式
(
ハ
ン
ガ
リ
ー
-
ス
イ
天

1
6

月
1
日
)

mα
一
近
代
美
術
館

-
t

と
ポ
ス
タ
ー
展

(
1
6月
引
日
)

41G・
D
マーク

有
峰
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

チ

6
一
第
m
町
田
県
展

(
1
6月
刊
日
目
)

富
山
県
伝
統
的
工
芸
昂
展

(
i
6月
同
日
)

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
・
語
る
つ
ど

い
(
入
善
町
山

19 

6
月
定
例
県
議
会

(
1
6月
初
日
)

25 

と
や
ま
ト
レ
ー
ド
フ
ェ
ア
町

(
i
6月
間
日
)

富
山
空
港
運
用
時
間
延
長

薬
用
植
物
指
導
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

新
湊
漁
港
(
東
地
区
)
開
港
式

2 

北
陸
新
幹
線
着
工
促
進
富
山
県
民

協
議
会
総
会
・
対
策
連
絡
協
議
会

総
会

4 

一
日
外
務
省

近
代
美
術
館

(1
9月
3
日
)

国
際
現
代
美
術
展

9 

高
度
情
報
化
推
進
会
議

14 

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
・
語
る
つ
ど

い
(
城
端
町
・
井
口
町
)

24 

ニヰ
l
メ
デ
ィ
ア
シ
ョ
ー

(
1
7月
白
日
)

地
方
議
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

新
し
い
産
業
基
盤
の
整
備
構
想
委

呂
R
4
2

31 

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン

(
j
B
月
1
臼
)

ラ
イ
ブ
と
や
ま
テ
ィ

l
チ
イ
ン

〈

i
B月
2
日
)

3 

婦
中
大
橋
開
通
式

6 

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
・
語
る
つ
ど

い
(
小
矢
部
市
)

8 

有
峰
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
1
8月
9
日
)

第

回
~ 

tf  

山
県

遼
寧

72省
局友
14好

isg 
日流

促
県、l

商工 ・農林水産など六つの分野にわかれて両県省 民号号

の友好交流のあり方について具体的な意見の交換を歪三主

行った。 ミラ耐l;

8 

う
る
お
い
あ
る
環
境
、
つ
く
り
事
業

W

富
山
市
や
高
岡
市
の
中

向
心
部
は
、
電
柱
の
地
中
化
・

ト
道
路
の
カ
ラ
l
舗
装
化
が

進
み
、
す
っ
き
り
と
し
た

街
並
み
に
生
ま
れ
か
わ
っ

9 

国際文化センターオープン
(9月12日 マリエとやま)

‘ 国際交流ラウンジや青年サロンなどの

交流スペース、絵のてやる時計台やビデオ

ブースなどの情報提供スペースがある。

円形小ホーノレ 「オノレヒ守ス」では「あかり

のアート展」などのイベントが開催され

人気を呼んだ、。



工
業
の
振
興

テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
建
設
の
推
進
を
め
ざ
し
て
、
新
し
い

産
業
社
会
に
対
応
す
る
た
め
の
基
盤
整
備
の
検
討
を
行

づ
た
ほ
か
、
全
国
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開

催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
単
独
融
資
や
下
請
中
小
企
業
対
策
を
拡
充

す
る
な
ど
中
小
企
業
の
振
興
に
も
努
め
ま
し
た
。

第
三
次
産
業
の
振
興

観
光
の
通
年
化
の
た
め
、
い
き
い
き
富
山
冬
の
旅
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
、
日
本
海
鍋
ま
つ
リ
な
ど
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
を
繰
リ
広
げ
た
ほ
か
、
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
マ
|

卜
事
業
を
推
進
す
る
な
ど
、
商
底
街
機
能
の
高
度
化
・

活
性
化
を
図
リ
ま
し
た
。

雇
用
の
安
定

高
岡
市
に
パ
ー
ト
雇
用
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
な
ど

雇
用
の
援
助
に
努
め
ま
し
た
。

職
業
能
力
開
発
に
つ
い
て
は
、
富
山
高
等
技
能
学
校

を
中
心
と
し
た
富
山
職
業
能
力
開
発
カ
レ
ッ
ジ
の
整
備

に
着
手
し
ま
し
た
。

'‘闘
めの
に実

財
務
会
計
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
の
開
始
、
許
認
可

事
務
の
合
理
化
な
ど
を
通
じ
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
し

た
。ま

た
、
県
民
に
聞
か
れ
た
県
政
を
推
進
す
る
た
め
情

報
公
開
条
例
を
施
行
す
る
と
と
も
に
、
公
文
書
館
が
オ
ー

ブ
ン
。
県
の
も
っ
て
い
る
い
ろ
い
ろ
な
情
報
を
提
供
で

き
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

そ
レ
て
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
県
政
を
知

っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
新
聞

・
テ
レ
ビ

・
ラ
ジ
オ
等
を
通
じ
た
広

報
活
動
を
す
す
め
た
ほ
か
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
戸
を
県

政
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
知
事
の
ま
ち
ま
わ
リ
・
語

る
つ
ど
い
、
県
政
モ
ニ
タ
ー
な
ど
の
公
聴
活
動
を
推
進

し
ま
し
た
。

軒

11 10 
L出 拍，

10 9 1 8 

27 9 31 28 23 22 20 1a ".15 13 9 8 6 3 1 16 圃 11 10 7 5 4 21 17 15 9 ， 

月1自qi2き寓山フ工 芭氷見 m喜ちわまり 巳男l日口E デイ ステフエ {1度旨1 --大町山 福光町 ッ ルスピト

?研修棟ン 'ア8l7 パイ ?3)円台昌日日 議ザデイ 詰巳2口胡タ眠工ンl ・ ンヤ 32 ・ テイ ムウテスイ 語る・ 杉寧展山 喜クタレ| パルイ 百i 語る・ 語る・ や展ブとま 高巴百白井 ア推Z E 

ル 圭ロる五ロ ぺ 歪ロる蓋ロ パ

パレ つ つ つ ン つ | つ ル
J ど ど ど 中 のどンど

10 

「
北
欧
デ
、
ザ
イ
ン
の
今
日
|
生
活
の
中
の
形
」
展

(9
月
ロ
日

1
m月
お

日

県
立
近
代
美
術
館
)

北欧五ヶ国の現代デザインとクラフトを

紹介するもの。 9月17日には、アイスラン

ドのフィンポ、ガドチノレ丸統領が来館し、話

題を呼んだ。

総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
中
体
育
館
・
研
修
棟
竣
工

(
問
月

3
日

富

山
市
秋
ヶ
島
)

こ
れ
で
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
の
全
施
設
が
完
成
し
、

4
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
空
港
ス
ポ
ー
ツ
緑
地
と
あ
わ
せ
、
日
本
海
側

随

一
の

一
大
ス
ポ
ー
ツ
グ
ー
ン
と
な
っ
て
い
る
。

県民会館)ヘルストヒ。ア推進大会(10月6日

アイススケートの渡部絵美さんらがパオ、ラーとなっ

た「飽衰サミット」 一階ロビーに特設された「館棄づ

くりコーナー」などに大勢の人が参加、健康について

の認識を新たにした。

11 



立
山
山
麓
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
l
場

立
山
山
麓
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ

l
場
が
十

一
一
月
十
五
日
、
ス
キ
l
場
聞
き
を
し
ま
す
。

今
冬
の
最
大
の
ト
ピ

ッ
ク
ス
は
、
な

ん
と
い
っ
て
も
共
通
リ
フ
ト
券
の
登
場
。

ゴ
ン
ド
ラ
、
極
楽
坂
、
あ
わ
す
の
の
各

ス
キ

l
場
の
リ
フ
ト
が
共
通
の
リ
フ
ト

券
で
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ

l
場
で
は
、

ゲ
レ
ン
デ
、
コ
ー
ス
案
内
が
整
備
さ
れ
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
も
盛
り
だ
く
さ
ん
。
無

料
ス
キ

l
パ
ス
も
富
山
・
高
岡
両
駅
前

か
ら
運
行
し
、
足
の
確
保
も
十
分
で
す
。

冬
の
一
日
、
み
ん
な
で
エ
ン
ジ
ョ
イ

で
き
る
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ

l
場
で
す
ご
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

イシ/ン

イ
ベ
ン
ト

ロ
月
日
日
側
ス
キ
ー
場
聞
き

ロ
月
間
日
出

ス
キ
ー
フ
ァ

ン
感
謝
デ
|

(
リ
フ
ト
及
び
ゴ
ン
ド
ラ
午
後
半
日
無
料
)

1
月
日
日
細

ゴ
ン
ド
ラ
誕
生
祭

2
月
初
日
出
引
日
制

第
三
回
い
き
い
き
富
山

自
作
ソ
リ
競
技
大
会

∞∞
ゴ
ン
ド
ラ
雪
の
祭
典

"ひ
っ
く
リ
ス
ラ
ロ
ー
ム
・宝
さ
が
し
・歌
謡
シ
ョ
ー
-
J

F

雪
の
女
王
コ
ン
テ
ス
ト・
花
火
大
会
ほ

か

」

3
月
幻
日
制

第
九
回
セ
ゾ
ン
杯
立
山
山
麓
フ
ァ

ス
ラ

ロ
ー
ム
大
会

(富
山
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認
)

・
ナ
イ
タ
ー
営
業

午
後
五
時
1
午
後
九
時

金

・
土

・
日

・
祝
日
お
よ
び
祝
日
の
前
日

・
無
料
パ
ス
運
行
日

富
山

・
高
岡
駅
前
午
前
八
時
出
発

①3スキー場共通リフト券料金
区分 大人小人

共通巳回券 1.200円 950円
共通12回券 1.800円 1.400円

l チェア・リフト共通1日券 2.500円 1.900円
|リフト・ゴンドラ共通1日券 ，3.000円 2.300円 1 

.ゴンドラは4コマで1回乗車可

・チェアは1コマで1回乗車可

①ゴンドラリフト料金

司骨

片道券

往復券

①駐車場利用料金

区分 | 普通m~lIi )
駐車券(1目当附)1 500円

交通案内
鉄道利用/富山駅下車一地鉄電車「立山線」のりかえ (特急50
分)一立山駅(立山駅ースキーパス(5分)ーゴンドラ駅

北陸自勘車道利用/関酋、福井、石川方面からお越しの方は、

北陸自動車道「立山インター」を経てゴンドラスキー場へ。

マイカ一利用/マイカーでお越しの方は、大山町小見経由、

立山町芦峨寺経由の両方法がありますが、大山町小見線の混

雑が予想されますので立山町芦峨寺経由が便利です。スノー

タイヤの着装とチェーンの用意在。

こ
の
展
覧
会
は
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て

美
術
館
が
よ
り
親
し
み
ゃ
す
い
場
と
な
る
よ

う
、
県
立
近
代
美
術
館
が
開
館
し
た
昭
和
五

十
六
年
度
か
ら
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。

七
回
目
を
迎
え
る
今
固
ま
で
に
、
県
下
の

小
・
中
学
校
の
半
数
以
上
に
あ
た
る
二
百
二

校
が
出
品
し
、
制
作
に
参
加
し
た
児
童
・
生

徒
の
総
数
は
一
万
六
千
人
に
も
及
び
ま
す
。

美
術
館
と
子
ど
も
た
ち
を
つ
な
ぐ
ユ
ニ
ー

ク
な
企
画
と
し
て
、
昭
和
五
十
七
年
に
は
モ

ー
ビ
ル
児
童
文
化
賞
を
受
賞
す
る
な
ど
全
国

的
に
も
高
い
評
価
を
受
け
、
ま
た
、
美
術
館

の
年
中
行
事
と
し
て
、
大
勢
の
人
々
に
親
し

ま
れ
て
い
ま
す
。

今
回
も
小
学
校
二
十
二
校
、
中
学
校
五
校

そ
し
て
県
立
高
岡
養
護
学
校
を
加
え
た
二
十

八
校
が
参
加
し
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
夢

や
希
望
、
空
想
の
世
界
、
郷
土
の
豊
か
な
自

然
、
歴
史
や
伝
統
行
事
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
に

工
夫
を
こ
ら
し
た
意
欲
作
が
出
品
さ
れ
て
い

ま
す
。

rわたしたちの壁画'88J
県立近代美術館

・開催期間/12月20日(月)ー 1月31日(日)

・場所/県立近代美術館 (富山市西中野町 1丁目 ft0764・21・7111)

・入館料/一般=150円、高校・大学生=120円、小・中学生=8円

年末・年始 (12月28日一1月4日)は休館です。
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十
月
二
十
三
日
・
十
二
月
六
日
の
両

日
、
一
日
部
長
・
一
日
庁
議
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

こ
れ
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
に
県
の
施

策
を
よ
く
認
識
し
て
も
ら
っ
た
う
え
で
、

県
政
に
対
す
る
意
見
や
要
望
を
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

• 

• 

こ
こ
で
は
、
一
日
部
長
に
な
ら
れ
た
方
が
各

部
局
の
主
要
施
設
の
視
察
を
行
っ
た
上
で
聞
か

れ
た
、
一
日
庁
議
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

富
山
除
ま
だ
ま
だ

P
R不
足

企
画
県
民
部
長

本
田
百
合
子

16 

公
認
会
計
士

私
は
、
富
山
を
愛
す
る
者
の
一

人
と
し
て
、

一
日
部
長
に
選
ば
れ
た
と
い
う
自
負
が
あ
っ
た

の
で
す
が
、
今
回
、
い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
見
せ

て
い
た
だ
く
と
知
ら
な
い
所
が
ま
だ
た
く
さ
ん

あ
リ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、

P
R
不
足
も
原
因
の

一
つ
だ
と
思

い
ま
す
。

県
を

P
R
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
す
が
、
全
体
が
体
系
化
さ
れ
て
い
な

く
、
わ
か
リ
に
く
い
面
も
あ
リ
ま
す
。
ま
た
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
以
外
て
も
、
若
い
人
に
県
政
パ

ス
を
利
用
し
て
も
ら

っ
た
リ
、
ニ
ュ

ー
メ
デ
ィ

ア
を
用
い
て

P
R
す
る
な
ど
富
山
の
良
さ
を
浸

透
さ
せ
る
方
法
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
い
ま
す
。

富
山
の
人
は
、
他
県
に
富
山
を

P
R
す
る
の

も
あ
ま
リ
上
手
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

あ
ま
リ
に
も
身
近
に
あ
る
た
め
、
つ
い
う
っ

か
り
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
水
、

味
、
自
然
な
ど
、
富
山
に
は
全
国
に
誇
れ
る
も

の
が
た
く
さ
ん
あ
リ
ま
す
。

雪
に
関
し
て
も
、
富
山
て
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ッ
プ
と
見
る
人
が
多
く
、
暗
い
イ
メ
ー
ジ
て
と

ら
え
が
ち
な
の
で
す
が
、
太
平
洋
側
の
人
は
、

雪
と
い
え
ば
。
楽
し
い
。
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を

思
い
浮
か
べ
る
は
ず
で
す
f

。

今
ま
で
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
だ
と
考
え
て
い

た
も
の
を
逆
に
か
人
を
集
め
る
呼
び
物
。
に
か

え
る
く
ら
い
の
発
想
の
転
換
が
あ
れ
ば
、
富
山

の
イ
メ
ー
ジ
は
さ
ら
に
明
る
く
な
る
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
私
は
、
富
山
県
を
表
現
す
る
の
に
、

左
手
を
見
せ
て
、
親
指
が
能
登
半
島
、
掌
の
中

心
が
富
山
県
で
す
と
説
明
し
て
い
ま
す
。
皆
さ

ん
も

P
R
し
て
下
さ
い
。

17 

外
国
人
に
毛

住
み
よ
い
ν
富
山
を

総
務
部
長

北

山

武

猛

ヘ青
年
海
外
協
力
隊
を

f

育
て
る
会

• 

情
報
公
開
制
度
が
整
っ
た
事
は
、
大
変
結
構

だ
と
思
う
の
で
す
が
、
県
民
の
利
用
状
況
が
今

一
歩
だ
と
聞
い
て
残
念
に
思
い
ま
し
た
。

一
般

の
人
は
、
こ
の
制
度
の
あ
る
こ
と
を
よ
く
知
ら

4
司
次
ぺ

l
ジ
へ



な
い
の
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

県
の
行
う
事
業
を、

繁
華
街
の
電
光

板
な
ど
、

目
立
つ
も
の
を
利
用
し、

予
告

ニ
ュ

ー
ス
と
し
て
流
す
と
、

多
く
の
人
に
理
解
し
て

も
ら
え
る
と
思
い
ま
す
。

国
際
交
流
に
関
し
て
は
、

外
国
の
人
が、

富

山
に
き
て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、

案
内
板
を
整
備
し
た
リ
、

い
ろ
ん
な
窓
口
に
外
国
語
の
わ
か
る
人
を
配
置

し
た
リ
、
外
国
人
用
の
宿
泊
施
設
を
作
る
な
ど

し
て
、
き
め
の
細
か
い
対
応
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

ま
た
、

青
年
海
外
協
力
隊
の
経
験
者
に
通
訳

を
お
願
い
し
、

開
発
途
上
国
と
の
交
流
を
深
め

て
い
く
の
も
よ
い
方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

新
緑
を
富
山
品
川

心、
ν
ポ
ル
カ
弓
l
に

農
地
林
務
部
長

五
十
嶋
博
文

言

県

自
然
保
護
指
)

「
日
本
一

の
花
と
緑
の
県」
と
い
う
こ
と
で
、

富
山
県
に
は
、

い
た
る
と
こ
ろ
に
緑
が
あ
リ
ま

す
。そ

こ
で
、

。
新
緑
。を
富
山
の
シ
ン
ボ
ル
力
ラ

ー
に
す
れ
ば
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
す
れ
ば
、

県
の
イ
メ
ー
ジ
づ
く
リ
に
も
役
立

つ
と
思
い
ま

す
。ま

た
、
こ
れ
は
長
野
の
人
に
聞
い
た
の
で
す

が、

長
野
て
は
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
熱
心
に

誘
致
し
て
い
て
、
そ
の
実
現
の
た
め
に
も
是
非

新
幹
線
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
長
野
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
れ
ば
、
富
山
に
も

メ
リ
ッ
ト
は
多
い
は
ず
で
す
か
ら
、
そ
う
し
た

意
味
て
も
北
陸
新
幹
線
は
、
な
ん
と
か
実
現
さ

せ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

富
山
県
の
活
性
化
に
は
、

大
学
を
作
リ
、
若

者
を
た
く
さ
ん
受
け
入
れ
る
こ
と
も
不
可
欠
で

す
。
学
園
都
市
を
作
リ、

若
者
た
ち
の
多
い
富

山
県
を
作
づ
て
い
づ
て
ほ
し
い
で
す

健
康
づ
く
り
め

パ
ヴ
ワ
ア
勺
ブ
を厚

生
部
長

笹

川

則

子

厚
生
行
政
は
、
私
た
ち
家
庭
の
主
婦
に
と
っ

て
も
密
接
に
か
か
わ
っ
て
く
る
も
の
で
す
が
、

健
康
づ
く
リ
と
な
る
と
結
局
は
個
人
レ
ベ
ル
の

問
題
に
な
っ
て
き
ま
す
。

富
山
県
で
は
、
「
日
本
一

の
健
康
県
」
を
め
ざ

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

塩
『
分
摂
取
量

一
つ
み
て
も
、
ま
だ
ま
だ
問
題
は
多
い
と
思
い

ま
す
。

各
家
庭
で、

健
康
を
意
識
し
た
食
生
活
を
心

掛
け
、
ま
た
、

行
政
は
、
適
切
な
情
報
を
流
す
な

ど
し
て
県
民
の
健
康
づ
く
リ
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
と
い
う
ふ
う
に
し
て
い
け
ば
よ
い
と
思
い

ま
す
。

住
民
検
診
に

つ
い
て
は
、
県
内
各
地
域
の
総

合
病
院
な
ど
て
、
い
っ
て
も
自
由
に
健
康
診
断

が
で
き
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ

ー

タ
ー
を
各
病
院
や
保
健
所
な
ど
に
も
つ
な
げ
て
、

健
康
に
関
す
る
デ
ー
タ
を
い
ろ
ん
な
所
で
検
索

で
き
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
の
は
い
か
が
な
も

の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
か
ら
陪

発
想
力
的
時
代土

木
部
長

酒

井

鉄

夫

ヘ富
山
県
屋
外
広
告
物
J

崎

一

審

議

会

委

員

下

北
陸
自
動
車
道
の
全
線
開
通
が
間
近
に
な
る

な
ど
富
山
県
て
は
道
路
の
整
備
が
進
ん
で
い
ま

す
が
、
そ
の
結
果
、
富
山
県
が
通
過
県
と
な
づ

て
し
ま
う
恐
れ
も
あ
リ
ま
す
。

そ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は、

他
県
の
人
に
も
大

き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
る
よ
う
な
魅
力
あ
る

都
市
を
作
リ
上
げ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。

ま
た
、
富
山
県
の
施
設
は
、
よ
く
整
備
さ
れ

て
い
て
す
ば
ら
し
い
と
思
う
の
で
す
が
、

不
完

全
な
施
設
の
中
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
工
夫
し
て
何

か
を
見
つ
け
る
と
い
う
や
リ
方
も
こ
れ
か
ら
は

大
切
で
は
な
い
"で
し
ょ
う
か
。
整
備
さ
れ
た
ス

ペ
ー
ス
に
い
て
も
結
局
は
、
そ
れ
以
上

の
も
の

を
求
め
て
し
ま
い
悪
循
環
に
陥
づ
て
し
ま
い
ま

す
。
人
聞
が
本
来
持
っ
て
い
る
力
を
生
か
す
た

め
に
も
、
こ
う
し
た
こ
と
は
重
要
だ
と
思
い
ま

す
。特

に
、
こ
れ
か
ら
は
発
想
力
の
時
代
で
す
。

こ
う
し
た
環
境
で
も
ま
れ
れ
ば
、
き
づ
と
強
い

人
間
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

海
と
山
を

観
光
ヅ
l
、νに商

工
労
働
部
長

米

田

祐

康

(
酬
しト
ツ
ポ
ン
ジ
|

ン
)

富
山
県
は
、
き
れ
い
な
海
と
雄
大
な
山
が
箱

庭
の
よ
う
に
そ
ろ
っ
て
い
て
、

観
光
ル
ー
ト
と

し
て
は
、
最
適
だ
と
思
い
ま
す
。

海
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら
は
、

海
洋
ス
ポ

ー
ツ
が
滞
在
型
レ
ジ
ャ
ー
と
し
て
盛
ん
に
な
っ

て
く
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
マ
リ
|
ナ
を
整
備

す
る
な
ど
し
て
多
く
の
人
が
楽
し
め
る
よ
う
に

す
れ
ば
、
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

山
に
つ
い
て
は
、
ス
キ
ー
場
の
整
備

も

一
つ
の
手
で
す
が
、

私
が
提
案
し
た
い
の
は
、

学
会
の
誘
致
で
す
。
立
山
山
麓
の
自
然
の
中
に、

全
国
か
ら
集
ま
っ
た
人
が
討
議
で
き
る
施
設
を

作
れ
ば
、

富
山
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
大
い

に
役
立

つ
は
ず
で
す
。

ま
た
、

交
響
楽
団
の
夏
合
宿
を
立
山
に
誘
致

し
て
、

一
般
の
人
も
そ
こ
に
い
け
ば
、
満
天
の

星
空
の
下
で
音
楽
を
聞
く
こ
と
の
で
き
る
「
音

楽
村
」

を
作
る
の
も
す
ば
ら
し
い
で
す
ね
。

県
外
に
も

富
山
P
R
A
W拠
点
を

企
業
局
長

佐
伯
日
登
美

(県
政
モ

ニ
タ
ー
)

最
初
に
和
田
川
水
道
管
理
所
を
見
せ
て
い
た

だ
い
た
の
で
す
が
、

日
頃
何
げ
な
く
飲
ん
で
い

る
お
い
し
い
水
が
、
厳
し
い
水
質
管
理
の
お
か

げ
で
確
保
さ
れ
て
い
る
の
を
知
リ
、
と
て
も
た

の
も
し
く
思
い
ま
し
た
。

ま
た
、

県
営
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
ー
場
は、

雄
大

な
立
山
を
パ
ッ
ク
に
し
た
、

富
山
県
の
有
力
な

観
光
資
源
で
す
。
民
間
活
力
も
大
い
に
利
用
し

て、

県
外
か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
を
引
き
入
れ

る
こ
と
の
で
き
る
魅
力
あ
る
場
所
に
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ
ー
場
の
ほ
か
に
も
、

県
内
に

は
素
晴
ら
し
い
所
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
ら

の
P
R
に
つ
い
て
は
、
こ
ち
ら
か
ら

一
方
的
に

出
て
い
く
だ
け
の
も
の
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

県
出
身
の
他
県
在
住
者
を
活
用
す
る
の
も
よ
い

方
法
だ
と
思
い
ま
す
。

外
に
出
て
は
じ
め
て
富
山
の
良
さ
を
知
る
と

い
う
こ
と
も
多
い
は
ず
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う

人
た
ち
に
富
山
の
情
報
を
提
供
し
て
、
富
山
の

輪
を
広
げ
る
拠
点
に
な
づ
て
い
た
だ
く
と
い
い

で
す
ね
。

販
路
拡
大
が

農
業
発
展
的
鍵農

業
水
産
部
長

五
箇

献

一

富
山
県
の
農
業
は
、
米
が
中
心
に
な
っ
て
い

て、

価
格
が
不
安
定
に
な
づ
た
リ
、

作
柄
が
悪

か
っ
た
り
す
る
と
、

中
小
の
農
家
は
成
リ
た
っ

て
い
か
な
く
な
リ
ま
す
。

そ
こ
で
、
米
以
外
の
農
産
物
の
生
産
も
重
要

に
な
る
の
で
す
が
、
今
回
見
せ
て
い
た
だ
い
た
、

食
品
研
究
所
・
畜
産
試
験
場
な
ど
の
試
験
研
究

機
関
は、

生
産
者
や
加
工
業
者
が
う
ま
く
利
用

し
て
い
て
、
農
業
発
展
の
た
め
の
富
山
県
の
取

リ
組
み
が
よ
く
理
解
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
は
、

生
産
面
だ
け
で
な
く

販
路
の
拡
大
策
も
重
要
な
課
題
に
な
づ
て
き
ま

す
。
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
に
も
働
き
か

け
て
、

生
産
者
が
安
心
し
て
製
品
を
開
発
て
き

る
よ
う
に
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、

富
山
の
。
い

い
味
。
を
全
国
に
ど
ん
ど
ん
P
R
し
て
、
例
え

ば、

大
衆
料
理
の
グ
ル
メ
の
会
な
ど
を
企
画
し

て
い
ろ
ん
な
人
に
お
い
し
い
料
理
を
味
わ
っ
て

も
ら
う
こ
と
も
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
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高
校
に
福
紐
コ
ー
ス
を

設
け

τ陪
教
育
長

安
念
と
し
子

ヘ
富
山
県
体
育
指
導
J

r

委

員

」

い
ろ
い
ろ
な
施
設
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、

中
で
も
、
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー
は、

す
ば
ら
し
い
設
備
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
も
っ

と
多
く
の
人
に
利
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、

高
校
だ
け

で
な
く
、

義
務
教
育
の
段
階
か
ら
、
も
っ
と
多

く
の
外
国
人
教
師
を
受
け
入
れ、

生
徒
の
国
際

感
覚
を
育
成
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、

富
山
県
て
は
、

高
校
教
育
で、

音
楽
、

体
育
な
ど
の
特
別
コ
ー
ス
を
設
け
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
の
社
会
に
対
応
す
る
た
め
に
、
か
福
祉

コ
ー
ス
々
を
新
た
に
設
け
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

七
υ

教
育
と
福
祉
は
密
接
な
関
係
に
あ
リ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
に
も
、

学
校
内
に
障
害
者
用
設
備
を

充
実
さ
せ
た
リ
、

奉
仕
活
動
を
体
験
学
習
に
取

リ
入
れ
る
な
ど
し
て
、

生
徒
た
ち
が
、

福
祉
を

よ
リ
身
近
に
感
"し
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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皆
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
提
言
を

い
た
だ
き
ど
う
も
あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

実
現
で
き
る
も
の
か
ら
順
次
、

県
政
に
反
吹
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

き
ょ
う
は
、
ど
う
も
あ
リ
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

知
事



師
走
の
訪
れ
と
と
も
に
、
ま
ち
も

な
ん
と
な
く
あ
わ
た
だ
し
さ
を
増
し

て
き
ま
し
た
。

年
末
・
年
始
の
準
備
に
忙
し
い
方

も
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
で
も
、

こ
ん
な
時
期
こ
そ
、
わ
た
し
た
ち
の

砂
く
ら
し。

を
見
直
し
て
み
る
良
い

機
会
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

冬
の
く
ら
し
と
消
費
生
活
の
ワ

ン

ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
、
忙
し
い
手

を
ち
ょ

っ
と
止
め
て
、
ど
う
ぞ
ご
覧

く
だ
さ
い
。

冬
の
く
ら
し
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

1. 
冬の衣類の
中間手入れ

毎
日
の
よ
う
に
着
て
い
る
冬
の
コ
ー
ト

や
ス
ー
ツ
の
汚
れ
が
気
に
な
る
頃
で
す
。

春
ま
で
の
中
間
手
入
れ
と
し
て
、
簡
易
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

〈
汚
れ
や
す
い
場
所
〉

冬
の
衣
類
は
、
色
の
濃
い
も
の
が
多
い

の
で
、
ち
ょ
っ
と
見
る
と
汚
れ
て
い
る
の

か
ど
う
か
わ
か
リ
ま
せ
ん
。
て
も
明
る
い

場
所
な
ど
て
よ
く
見
る
と
、
衿
の
折
リ
山
、

袖
口
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
口
、
ボ
タ
ン
ホ
ー
ル
、

ズ
ボ
ン
の
す
そ
な
ど
汚
れ
が
目
立
ち
ま
す
。

〈
ほ
こ
り
を
た
た
く
〉

ま
ず
、
裏
返
し
に
し
半
日
ほ
ど
日
に
当

て
、
湿
気
を
と
リ
ま
す
。
次
に
、
表
に
返

し
て
か
ら
、
ふ
と
ん
た
た
き
を
使
っ
て
、

衿
、
袖
、
身
ご
ろ
と
上
か
ら
順
に
ほ
こ
リ

を
た
た
き
出
し
ま
す
。

肩
の
縫
い
目
や
袖
つ
け
の
部
分
は
ほ
こ

リ
が
入
り
込
ん
で
い
る
の
で
、
特
に
よ
く

た
た
き
ま
す
。
タ
オ
ル
を
折
っ
て
こ
れ
を

裏
側
か
ら
当
て
、
そ
の
上
か
ら
た
た
く
と

効
果
的
で
す
。
た
た
き
終
っ
た
ら
、
ブ
ラ

過
大
な
景
品
付
き
販
売
や
虚
偽
、
誇

大
な
広
告
が
無
制
限
に
行
わ
れ
る
と
、

消
費
者
は
こ
の
よ
う
な
広
告
に
つ
ら
れ

て
、
不
用
不
急
な
買
物
を
し
た
リ
品
質

の
良
く
な
い
商
品
を
買
わ
さ
れ
た
リ
し

ま
す
。
ま
た
、
景
品
代
金
が
商
品
価
格

に
上
乗
せ
さ
れ
る
場
合
も
あ
リ
ま
す
。

そ
こ
で
、
こ
の
よ
う
な
行
為
を
防
止

す
る
た
め
に
、
不
当
景
品
類
及
び
不
当

表
示
防
止
法
(
略
し
て
、

「景
品
表
示
法
」

と
い
い
ま
す
。)
に
よ
リ
、
県
と
公
正
取

引
委
員
会
が
協
力
し
て
規
制

・
監
視
を

し
て
い
ま
す
。

ち
ょ
う
ど
こ
れ
か
ら
、
年
末

・
年
始

に
む
か
つ
て
新
聞
折
リ
込
み
チ
ラ
シ
が

沢
山
入
づ
て
き
ま
す
が
、
目
を
凝
ら
し

て
み
る
と
こ
の
中
に
も
過
大
景
品

・
不

当
表
示
が
た
く
さ
ん
あ
リ
ま
す
。
違
反

事
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

、
ご
存
知

F

で
す
か
?

維
持
上
げ
三
高
官
、
抽
選

T
特
質
ハ
勺
バ
入
日
鴻
河
川
一三
千
円

(
懸
賞
景
耳
目
闘
い
汁
ン

一斜計
-能
主
誌
万
全

員

に
ぺ
三
万
両
札
当
め
自
伝
車
電
ヴ

レ
怜
日
r、
購
入
価
額
の
十
分
の

一
円
相
通
ま

U
L
3希
望
小
現
価

一
@
全
商
品
、
メ
t
f
l
a
4
t
i
l
-
4

一
橋
め

5
割
引
一
1
14
円
玉
削
指
を
提
示

一.1
川
い
十
円

l
が
希
望
小
市
ハ何
柄
ペ
バ
-N

一
一31
一
ト
ー
一
り
こ
、
そ
っ
レ
て

v
o士

一
山
イ
ペ

H
d
u
r
uい
て
い
る
場
合
)

一ぷ
ip--
品開制
rに
つ
‘

一
お
吐
き
回
源
的
炉
供
制
培
っ

v

石
川
小
山
隆
憶
に
ほ
同

w
i

M
邑
毘
コ
回
国
史

-R↑
医
〆

畠
扇
E
ロ
園
者
=
れ
と
ル
M

、

懸賞の種類 購入価額 懸昂賞類の1:::最よ高る景額 景最昂高の総限額の度

500円未満 取引価額20の倍
懸賞によって

一般小売居 可問品未満 10.000円販売しようと
する商晶の売i等 の 場合 田lorobo町O円以円嫡上 泊棚上予定耐の

100.000円以上 50.000円 2% 

|共同 懸賞 jEEl価格1;:関係 200.000円 同3%

-懸賞による景晶額の提供

消
費
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
お
知
ら
せ
す
る
と

と
も
に
相
談
に
応
じ
て
い
る
の

が
富
山
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
。

八
名
の
相
談
員
が
、
く
ら
し
の

中
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い

て、

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま

す
。ま

た
、
そ
の
他
に
も
、
キ
ー

を
押
し
て
情
報
を
選
択
レ
な
が

ら
学
べ
る
「
Q
&
A
」
コ
ー
ナ

ー
や
グ
ル
ー
プ
で
く
つ
ろ
ぎ
な

が
ら
話
の
で
き
る
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
な
ど
、
み
ん
な
で
生

活
の
あ
り
方
を
考
え
、

相
談
し
、

テ
ス
ト
す
る
場
と
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
お
気
軽
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

シ
を
か
け
ま
す
。
肩
や
袖
つ
け
の
縫
い
目

の
部
分
は
縫
い
目
に
そ
っ
て
ブ
ラ
シ
を
か

け
ま
す
。
ポ
ケ
ッ
ト
は
ひ
っ
く
リ
返
し
、

ご
み
や
ほ
こ
リ
を
て
い
ね
い
に
払
い
ま
す
。

〈
洗
剤
で
ふ
く
〉

中
性
洗
剤
を
、
約
四
十
度
の
湯
二
リ
ッ

ト
ル
に
小
さ
じ

一
杯
入
れ
ま
す
。
こ
の
洗

剤
溶
液
に
、
タ
オ
ル
を
つ
け
て
し
ぼ
リ、

衿
、
袖
、
身
ご
ろ
の
順
に
織
リ
自
に
そ
っ

て
ふ
き
ま
す
。
し
み
の
部
分
は
、
タ
オ
ル

で
つ
ま
み
と
る
よ
う
に
し
て
ふ
き
ま
す
。

ふ
さ
終
っ
た
ら
、
き
れ
い
な
湯
で
タ
オ
ル

を
し
ぼ
リ
、
全
体
を
二
回
ふ
い
て
洗
剤
分

を
ふ
き
と
リ
ま
す
。
最
後
は
ハ
ン
ガ
ー
に

か
け
、
風
通
し
の
よ
い
日
陰
に
つ
る
し
て
、

湿
気
を
と
リ
ま
す
。
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-売上予定総額とは、セール期間中の売上予定総額をい

います。

・共同懸賞とは、商庖街等て中元 ・歳末時に実施する懸

賞をいいます。

・総付景品の提供
購入価額 |景昂類の最高額

1.000円未満 | 
1.000円以上500.000円未満 | 取引価額の1/10
500.000円以上 | 

・総付景品とは、 ①商品の購入者全員に②入居者全員に

③申し込み又は入庖の先着順に提供する景品をいいま

す。
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2. 
冷蔵庫の
大掃除

冷
蔵
庫
の
中
は
、
好
冷
菌
と
い
う
細
菌

や
力
ビ
の
繁
殖
し
や
す
い
場
所
で
す
。
庫

内
の
整
理
も
兼
ね
て
定
期
的
に
掃
除
を
し

ま
し
ょ
う
。

〈外
側
を
ふ
く
〉

安
全
の
た
め
、
掃
除
の
前
に
差
し
込
み

プ
ラ
グ
は
抜
い
て
お
き
ま
す
。
塗
装
面
は
、

か
ら
ぶ
き
で
十
分
で
す
が
、
ど
う
し
て
も

落
ち
な
い
汚
れ
は
台
所
用
洗
剤
を
薄
め
た

液
に
柔
か
い
布
を
浸
し
、
軽
く
し
ぼ
っ
ヘ

〆
て
ふ
き
ま
す
。
(
ク
レ
ン
ザ
ー
や
粉
せ
っ

け
ん
は
、
塗
装
面
を
い
た
め
る
の
で
使
つ

て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
の
あ
と
、
水
て
ぬ
ら
し
た
布
を
し
ぼ

っ
て
ふ
き
ま
す
。
(
清
め
ぷ
き
)

〈庫
内
の
掃
除
〉

仕
切
リ
棚
や
ド
ア
ポ
ケ
ッ
ト
な
ど
は
、

全
部
取
リ
外
し
て
か
ら
、
庫
内
を
さ
っ
と

ふ
き
ま
す
。
次
に
、
台
所
用
洗
剤
を
薄
め

た
液
を
つ
け
て
ふ
さ
、
そ
の
あ
と
、
清
め

ぶ
き
を
し
ま
す
。

ま
た
、
逆
性
石
け
ん
や
塩
素
系
漂
白
剤

て
庫
内
を
ふ
く
と
、
細
菌
や
か
び
の
繁
殖

が
防
げ
ま
す
。

ド
ア
パ
ッ
キ
ン
グ
の
ひ
だ
の
汚
れ
は
、

放
っ
て
お
く
と
ゴ
ム
が
も
ろ
く
な
リ
、
冷

蔵
効
果
が
弱
ま
リ
ま
す
の
で
、
念
入
リ
に

掃
除
し
ま
し
ょ
う
。
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t
r
J、

す

政

川

町

県

川

刷

hν
川
聞

けパ
J
乞

干
し
ト
主

下
I
l
l
1
1
レ
井

戸

一
女
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集

一

「
レ
ポ
ー
タ
ー
が
や
り
た
い
」
「
県
政
の
あ
ん
な
所、
一

一
こ
ん
な
所
を
見
て
み
た
い
J

」
こ
の
よ
う
な
方
は
、
県

一

一
庁
広
報
課
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

(8
0
7
6
4
・
引

・
4
1
1
1
)
一

富
山
土
木
事
務
所

富
山
土
木
事
務
所
除
、
富
山
中
部
高
校
め
前
例
総

合
庁
舎
品
川
二
階
に

aり
ま
可
。
所
管
区
域
防
、
富
山

市
、
上
新
川
郡
、
婦
負
郡
か
ら
怒
り
、
県
内
八
土
木

事
務
所
属
町
中
マ
除
最
大
め
規
模
と
怒
っ

Tν
ま
苛
。

' 

遊
べ
}
街
プ
〈
リ
ヘ
l

ー

M

ア、
5
7
d
λ

司
ハ
ラ
ズ
M

設
計

こ
こ
で
は
、
県
の
コ一
大
政
策
の

一
つ
で
あ
る
「
魅
力

あ
る
郷
上
づ
く
リ
」
の
担
い
手
と
し
て
、
「
魅
力
あ
る
都

市
づ
く
リ
」
「
雪
の
克
服
」
「
道
路
網
の
整
備
な
ど
、
数

多
く
の
目
標
を
持
づ
て
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。

て
は
、
具
体
的
な
事
業
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
ま
ず
、

最
初
に
私
が
行
づ
た
の
は
五
福
公
園
で
す
。
こ
こ
は
少

し
前
ま
で
は
グ
ラ
ン
ド
だ
け
だ

づ
た
の
が
、
今
で
は
村

山
水
な
ど
も
作
ら
れ
、
と
づ
て
も
楽
し
い
公
聞
に
変
身

し
ま
し
た
。
な
ん
と
な
く
歩
き
た
く
な
る
そ
ん
な
感
じ
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の
散
歩
道
で
す
。

次
に
行

づ
た
と
こ
ろ
は
開
通
し
た
ば
か
リ
の
婦
中
大

橋
で
す
。
途
中
、
と
て
も
素
敵
な
バ
ル
コ
ニ
ー
が
あ

っ

た
の
で
、
休
思
し
て
説
明
を
聞
き
ま
し
た
。
利
川
台
数

は
計
同
し
て
い
た
問
千
台
を
、
す
で
に
上
川
づ
て

い
る

と
の
こ
と
で
す
。
そ
う
し
て
州
中
大
慌
を
後
に
し

て
今

度
は
産
業
展
示
館
の
奥
に
あ
る

『
ふ
れ
あ
い
ぱ
し
』
を

見
に
行
き
ま
し
た
。
こ
の
橋
は
、
右
岸
左
岸
の
材
料
を

を
違

っ
た
石
に
し
て
左
右
非
対
称
と
い
う

「
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
バ

ラ
ン
ス
」
を
醸
し

出
し
て
い
ま
す
。
昔
は
機
能
だ
け
を
重
ん

じ
て
ま
レ
た
が
、
最
近
で
は
、
機
能
の
他

に
潤
い
を
考
え
て
「
遊
べ
る
街
づ
く
リ
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

雷
り
降
れ
ば
、

午
前

2
時
ご
ζ
ヤう

見
回
“
FE--.

そ
し
て
最
後
に
大
き
な
除
雪
車
を
見
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
な
ん
と
い

づ
て
も
こ
れ
か
ら
の
季
節
、
富
山
で

一
番
気
に
な
る
の
が
雪
。
事
務
所
の
人
た
ち
は
、
雪
が

降
る
と
泊
ま
り
込
ん
で
午
前
二
時
頃
に
見
回
リ
を
し
、

除
雪
の
必
要
が
あ
れ
ば
午
前
三
時
頃
か
ら
作
業
を
始
め
、

通
勤

・
通
学
の
時
間
に
間
に
合
う
よ
う
に
心
掛
け
て
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
私
た
ち
が
暖
か
い
所
で
寝
て
い
る

聞
に
、
寒
い
所
で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
私
た

ち
に
も
何
か
協
力
出
来
る
事
が
あ
る
か
な
と
思
っ
て
聞

い
て
み
ま
し
た
。

す
る
と
、
路
上
駐
車
を
し
な
い
こ
と
、
除
雪
レ
た
後

の
道
路
に
雪
を
捨
て
た
リ
し
な
い
こ
と
と
い
う
簡
単
な

答
え
が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
除
雪
し
た
後
の
道

路
の
破
損
な
ど
事
故
に

つ
な
が
る
よ
う
な
情
報
が
あ
れ

ば
ど
ん
ど
ん
連
絡
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
す
。

取
材
に
行
く
前
ま
で
は
、
な
に
げ
な
く
通

づ
て

い
た

所
が
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
リ

驚
き
ま
し
た
。
ま
た
、
私
た
ち
が
安
全
に
そ
し
て
便
利

に
生
活
出
来
る
の
も
、
知
ら
な
い
所
で
、
事
務
所
の
人

た
ち
の
苦
労
が
あ
る
か
ら
だ
と
知

づ
て
と
て
も
感
銘
レ

ま
し
た
。
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ふるさと
みてある

新湊市の概要
面積 33.01平方キロメートル

人口 40，771人(10月 1日現在)
日本海時代をリードする港湾都市。昭和43年

に開港した富山幸iff，巷は、アルミ、木材等の工場

か立地する臨海工業港となっている。

10月の曳山祭りは、江戸時代の粋を今に伝え

るは本の曳山が練り固される。ステンドグラス

の羽、ぐら橋砂は新名所となっている。

新

湊

市

「
雨
が
ザ
ー
ザ
ー
降
っ
て
き
て
、
ま
る
か

い
て
チ
ョ
ン
、
ま
る
か
い
て
チ
ョ
ン
」
絵
か

き
唄
じ
ゃ
な
い
け
れ
ど
、
鶴
や
亀
、
牡
丹
に

松
に
宝
舟
、
色
あ
ざ
や
か
な
絵
が
次
か
ら
次

に
で
き
て
い
く
。

な
る
ま
い
。

ボ
I

l

-

-

、
岸
壁

を
離
れ
た
舟
は
、
立

山
連
峰
を
仰
ぎ
な
が

ら
出
発
。
剣
岳
が
真

正
面
。
な
ん
と
い
い

眺
め
/
と
思

っ
て
い

た
ら
、
も
う
着
い
て

し
ま
っ
た
。
所
用
時

海

新

聞
は
た
っ
た
の
五
分

O

R
E
--

七
百
七
十
メ
ー
ト
ル

し
か
離
れ
て
い
な
い
も
ん
ね
。
現
代
版
渡
し
舟
と
て
も

言
い
ま
し
ょ
う
か
。

こ
の
フ
ェ
リ
ー
、
昔
か
ら
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
越

の
潟
|
堀
岡
聞
は
、
か
つ
て
は
陸
続
き
で
県
道
が
通
っ

て
い
た
の
だ
が
、
新
港
を
作
る
た
め
に
切
断
さ
れ
た
。

そ
れ
で
は
、
こ
こ
ら
の
人
々
の
生
活
が
大
変
不
便
に
な

る
、
と
い
う
わ
け
で
十
五
年
前
に
定
期
船
が
就
航
し
た

の
だ
。
一

日
有
二
十
三
便
で
、
延
べ
千
二
百
人
と
三
百

台
の
自
転
車
を
運
ん
で
い
る
。
一

時
間
に

二
往
復
、
し

か
も

二
十
四
時
間
運
航
な
の
だ
。
こ
れ
は
、
飲
ん
で
遅

く
な
っ
た
人
の
た
め
で
な
く
、

三
交
替
制
の
工
場
で
働

く
人
の
た
め
。
何
レ
ろ
道
路
が
わ
リ
の
生
活
航
路
な
の

だ
か
ら
。

距
離
は
短
い
け
れ
ど
、
や

っ
ぱ
り
海
。
冬
は
し
け
る

レ、

三
l
五
月
に
は
霧
で
視
界
が
悪
く
な
リ
、
欠
航
に

な
る
こ
と
も
あ
る
と
か
。

舟
の
中
に
は
、
通
勤

・
通
学
の
人
に
交
じ
っ
て
、
ソ

連
人
も
チ
ラ
ホ
ラ
。
新
港
フ
ェ
リ
ー
は
、
ち
ょ
っ
ぴ
り

エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
市
民
の
足
だ
。

越
後
正
男
さ
ん
闘
は
、
か
ま
ぼ
に
細
工
を
始
め
て
半

世
紀
。
も
う
、
こ
の
人
の
右
に
出
る
者
は
い
な
い
と
い

う
か
ま
ぼ
こ
界
の
最
長
老
だ
。

右
手
に
は
着
色
し
た
す
り
身
を
入
れ
た
絞
リ
出
し
袋
、

左
手
に
は
型
抜
き
さ
れ
た
白
い
か
ま
ぼ
こ
。
袋
の
先
か

ら
字
や
絵
が
生
ま
れ
て
く
る
。
ケ
ー
キ
の
デ
コ
レ
ー
シ

ョ
ン
と
同
じ
要
領
だ
。
色
は
、
ピ
ン
ク
、
賞
、
紫
、
茶
、

黒
、
オ
レ
ン
ジ
、
緑
、
白
の
八
色
。
こ
ん
な
に
あ

っ
た

か
な

l
。

こ
は
ゲ
ー
ジ
ツ
品

「
細
工
か
ま
ぼ
こ
は
色
ど
り
が
大
切
だ
か
ら
、
き
れ

い
で
な
い
と
。」
と
越
後
さ
ん
。
そ
れ
に
し
て
も
、
ど
の

字
も
ど
の
絵
も
同
じ
大
き
さ
、
同
じ
模
様
。
ほ
と
ん
ど

狂
い
が
な
い
。
「
五
十
年
も
か
い
と
れ
ば
ね
。
て
も
、
最

初
は
な
か
な
か
絞
リ
出
せ
ん
だ
よ
。
三
i
四
年
で
あ
る

程
度
で
き
る
よ
う
に
な
る
わ
。
一

人
前
に
な
っ
た
と
思

っ
た
の
は
十
年
た
っ
て
や
ね
。
」
オ
シ
ド
リ
な
ど
複
雑
な

も
の
は
こ
の
人
に
し
か
で
き
な
い
。

一
一
区
下
内
ノ

L
lみ・
6

Z
「
G
J一三日
p
u

マ
ラ
ソ
ン
に
あ
り

ゴ
オ
l

ン
、
ゴ
ォ
l

ン
。
パ
l

ン
グ
除
夜
の
鐘
が
響

く
中
、
ピ
ス
ト
ル
が
鳴
る
。
午
前

O
時
。
新
年
の
幕
開

け
と
と
も
に
約
八
有
名
の
ラ
ン
ナ
ー
が

一
斉
に
放
生
津

八
幡
宮
を
飛
び
出
す
。
恒
例
、
新
湊
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
は
、

今
度
で
二
十
五
回
目
を
迎
え
る
。

「
心
の
中
で

一
つ
の
け
じ
め
が
つ
き
ま
す
か
ら
ね
。

今
年
は
何
を
や
ろ
う
か
と
考
え
な
が
ら
走
っ
て
い
ま
す
U

と
言
う
の
は
、
桧
物
和
広
さ
ん
倒
。
こ
れ
ま
で
二
十
四

回
、
唯

一
の
第

一
回
目
か
ら
の
連
続
出
場
者
だ
。

「中
学
三
年
の
頃
、
野
球
仲
間
に
走
る
の
が
好
き
な

先
輩
が
い
て
、
毎
日
毎
日
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
賭
け
て

競
争
し
た

ん
で
す
。

向
こ
う
は

長
靴
に
作

業
衣
姿
。

に
も
か
か

わ
ら
ず
、

と
て
も
か

な
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

ち
ょ
う
ど

そ
の
時
、

元
日
一マ
ラ

ソ
ン
が
始

ま
リ
、
皆

で
出
た
ん

「
三
、
四
、
十
、
十

一
月
は
結
婚
式
が
多
い
か
ら
忙

し
い
ね
。
め
で
た
い
が
に
使
っ
て
も
ら
う
づ
ち
ゅ
う
こ

と
は
う
れ
し
い
ね
え
。
富
山
県
は
結
婚
式
に
か
ま
ぼ
こ

使
っ
て
く
れ
る
か
ら
助
か
っ
と
る
わ
。」
か
ま
ぼ
こ
の
な

い
結
婚
式
な
ん
て
:

か
ま
ぼ
こ
作
リ
も
だ
ん
だ
ん
機
械
化
さ
れ
て
き
た
け

れ
ど
、
細
工
は
人
の
手
で
し
か
で
き
な
い
。
工
場
の
中

で
、
越
後
さ
ん
ら
の
座
っ
て
い
る

一
角
だ
け
は
熟
練
し

た
職
人
の
匂
い
が
す
る
。
細
工
か
ま
ぼ
こ
は
芸
術
品
だ
。

山
問団

肝
刑
制

1
i

剛山寸
円
1
M

哨
削皿圃副司
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日
リ
ノエ

ヴノ港新
、

日
守

J;
 

目

F
l時

a
A
t
 

n
F

“
 

こ
こ
は
、
新
港
の
先
端
、
越
の
潟
。
自
転
車
に
乗
づ

た
中

・
高
生
が
や
づ
て
く
る
。
こ
こ
か
ら
先
は
海
な
の

に:・
:
:
:
。
向
こ
う
の
突
端
、
堀
岡
ま
で
フ

ェ
リ
ー
が

出
て
い
る
の
だ
。
皆
、
自
転
車
も
ろ
と
も
舟
に
乗
り
込

ん
で
い
く
。
そ
れ
も
無
料
で
/
な
ら
ば
乗
づ
て
み
ね
ば

で
す
。

」

走
る
の
が
得
意
で
、
高
校
時
代
は
陸
上
競
技
で
結
構

な
ら
し
た
そ
う
だ
。
「
私
に
と
っ
て
走
る
こ
と
は
人
生
の

窓
口
で
す
。
お
か
げ
で
色
々
な
人
と
出
会
え
ま
し
た
。」

奥
さ
ん
と
の
出
会
い
も
マ
ラ
ソ
ン
が
き
づ
か
け
と
か
。

扇弱国

十
年
ほ
ど
前
に
は
、
四
十
度
近
く
の
熱
を
出
し
、
医

者
の
制
止
も
き
か
ず
に
み
ぞ
れ
の
中
を
走
っ
た
こ
と
が

あ
る
。
「
こ
こ
で
や
め
れ
ば
大
切
な
物
を
失
う
よ
う
な
気

が
し
た
ん
で
す
。
こ
れ
だ
け
は
続
け
た
か
っ
た
か
ら
U

大
晦
日
は
、
午
後
八
時
頃
か
ら
ウ
オ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
を
始
め
る
。
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
は
四
・
七
キ
口
。
桧
物

さ
ん
の
足
な
ら

二
十
分
あ
ま
リ
な
の
に
随
分
念
入
リ
だ

が
、
こ
れ
も
大
事
な
セ
レ
モ
ニ
ー
な
の
だ
そ
う
だ
。

子
供
と

一
緒
に
走
る
の
が
夢
だ
っ
た
桧
物
さ
ん
。
今

は、

二
人
の
子
供
と
元
旦
に
向
け
て
走
リ
込
ん
で
い
る
。

ど
こ
へ
出
か
け
て
い
て
も
大
晦
日
に
は
必
ず
帰
る
。
元

旦
マ
ラ
ソ
ン
は
、

一
年
の
け
じ
め
で
も
あ
る
の
だ
。
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-
m月
間
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

富
山
県
駅
伝
競

走
大
会

-m月
間
日

都
市
緑
化
月
間
講
演
会

-m月
初
日

知
事
の
ま
ち
ま
わ

り
、
語
る
つ
ど

い

(大
山
町
)

-m月
引
日

防
災
行
政
無
線
基
本
構
想
策
定
委
員
会

-
m月
辺
日

一
日
部
長

-
m月
お
日

特
産
王
国
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

(
テ
ク
ノ
ホ
ー
ル
・

i
お
日
)

埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
竣
工
式

-
m月
幻
日

農
業
基
盤
整
備
検
討
委
員
会

-m月
初
日

リ
ゾ
ー
ト
基
本
構
想
策
定
委
員
会

杉
山
寧
展
開
会
式

(近
代
美
術
館
・

1
ロ
月
は
日
)

-H月
2
日

県
功
労
表
彰
式

-n月
4
日

日
中
国
好
円
周
年
記
念
式
典

-H月
6
日

一
日
庁
議

-n月

9
日

知
事
の
ま
ち
ま
わ
り
、
語
る
つ
ど
い

近
畿
大
学
水
産
施
設
立
地
調
印
式

• オは 11 ~ 
| な 月 三二
ラの 13 竿
ム大 自 己

阪
'87 
L、
き
し、

き
と
や

ま
/¥ 

フ

集

月
十

日
(土)

午
後

一
時
三
十

A
V
日
時
/
十
一

分

@
作
る
物
/
色
紙
が
け

@
材
料
費
/
七
百
円

※
詳
レ
く
は
、
ウ
ッ

ド
リ
ー
ム
富
山

(
岱

0

7
6

6
-
m

-
1
5
7
0
)

ま
で

十
-
一月
間

H
l
卜
日
は
人
権
週
間
で
す
。
人

の
会
を
開
催
し
ま
す
。

権
擁
護
の
正
し
い
即
一解
の
た
め
、
講
演
と
映
同

十
二
川
七
日
刊
午
後

一
時
三
十
分

富
山
県
民
会
館
四

O

十
一一
川
八
日

ω午
後

一
時
一三
十
分

高
岡
市
役
所
八

O
一

-
日
時
及
び
場
所

Eコ
ヲデ
.... ー『・

主

県税事務所

i休業のお知らせ i
三期間/12月29ek)-1月3日目)
三 ※年末に納税される方は、お近〈 三

の金融機関をご利用ください。

号
室

-
内
容

講
演
/
「
ひ
と
」
ら
し
く
生
き
る

広
島
修
道
大
学
江
嶋
修
作
氏

映
画
/
「
帰
郷
物
語
」

※
詐
レ
く
は
、
県
庁
県
民
生
活
課
ヘ

日 曜 土着 所 時間

3 木 入善町役場前 10:00-15・30
5 富山駅前 10: 00-16: 00 

土
// 高岡駅前 10:00-15・30
6 日 黒部市メルシーショッピングセンター前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

7 月 砺波市役所前 1 0 : 00 -15 : 30 

10 木 立山町役場前 1 0 : 00 -1 5 : 30 

12 富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 
土

// 高岡駅前 1 0 : 00 -15 : 30 

13 日 富山西武前 1 0 : 00 -16 : 00 

19 富山駅前 10:00-16:0。
土

1/ 高岡駅前 10・00-15:30

20 日 富山市中央通り 1 0 : 00 -16 : 00 

26 高岡駅前 10:00-15・30
土

1/ 富山駅前 1 0 : 00 -16 : 00 

27 高岡駅前 10:00-15・30
日

富山西武前11 10・00-16・。。
28 富山駅前 10・00-16:00

月
高岡駅前 10 : 00 -15 : 30 11 

30 富山駅前 10 : 00 -15 : 30 
11 水 富山市中央通り 1 0 : 00 -1 5 : 30 
11 高岡駅前 10 : 00 -15 : 00 

. 

. • 

• . 
• 
• 

{
太
閤
山
住
宅
団
地
の
宅
地
分
譲
}

ゆ
と
リ
あ
る
マ
イ
ホ
ー
ム
づ
く
リ
を
お
求
め

の
方
に
は
最
適
で
す
。

-
一
区
画
平
均
面
積

二
百
八
十
平
方
メ
ー
ト
ル

@
分
譲
価
格

四
万
六
千
九
百
円
/
平
方
メ
ー
ト
ル

@
問
い
合
わ
せ
先

太
閤
山
住
宅
団
地
建
設
事
務
所

(
告

0
7
6
6
・
m

・
0
2
2
1
)

{
優
良
宅
地
取
得
資
金
}

県
、
ま
た
は
住
宅
供
給
公
社
が
造
成
し
た
住

宅
団
地
の
宅
地
を
購
入
さ
れ
る
方
へ
の
資
金
融

資
で
す
。

-
融
資
限
度
額

二
百
五
十
万
円

@
償
還
期
間

二
十
年
以
内

.
融
資
利
率

年
四

・
七
パ
ー
セ
ン
ト

{
富
山
県
特
別
住
宅
分
譲
制
度
}

富
山
県
住
宅
供
給
公
社
で
、
雪
に
強
い
住
宅

〆
仕
様
の
も
の
を
購
入
す
る
場
介
な
ど
に
適
用
さ

れ
る
制
度
で
、
住
宅
金
融
公
庫

の
融
資
額
が
割

増
さ
れ
る
な
ど
の
特
典
が
あ
リ
ま
す
。

『
地
域
優
良
木
造
住
宅
の

4

F

割
増
融
資

住
宅
金
融
公
庫
及
び
県
の

「住
み
よ

い
家
づ

く
リ
資
金
」
の
融
資
を
受
け
、
耐
雪
型

・
断
熱

構
造
化
の
木
造
住
宅
を
建
設
す
る
場
合
、

住
宅

金
融
公
庫
か
ら
最
高
二
百
万
円
の
割
増
融
資
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

{
住
み
よ
い
家
づ
く
り
資
金
}

雪
に
強
い
家
づ
く
リ
、
住
み
よ
い
家
づ
く
り

の
お
手
伝

い
を
す
る
富
山
県
住
み
よ
い
家
づ
く

リ
資
金
の
融
資
条
件
が
改
善
さ
れ
有
利
に
な
リ

ま
し
た
。

-
融
資
限
度
額

新
築

三
百
二
十
万
円

改
良

・
中
古
改
良

二
百
万
円

@
償
還
期
間

新
築

二
十
年
以
内

改
良

・
中
古
購

入

十

年
以
内

@
融
資
利
率

年
四

・
七
パ
ー
セ
ン
ト

※
住
宅
資
金
融
資
に
つ
い

て
詳
し
く
は
、

富
山

県
住
宅
供
給
公
社

(8
0
7
6
4
・
辺

・
5

1
3
1
)
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



『富山県民手帳』

昭
和
六
十
三
年
版
「
富
山
県
民
手
帳
」
は
、

日
記
編
(
百
十
二
ペ
ー
ジ
)
と
資
料
編
(
八
十

ペ
ー
ジ
)
の
二
分
冊
と
な
っ
て
い
ま
す
。

日
記
編
に
は
、
行
事
予
定
表
、
富
山
歳
時
記
、

日
記
な
ど
、
ま
た
資
料
編
に
は
富
山
県
の
歩
み
、

都
道
府
県
及
び
市
町
村
の
主
要
な
機
関
、
県
内

の
観
光
・
文
化
財
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
な
ど
の
ほ

か
身
近
な
生
活
情
報
が
掲
載
し
て
あ
リ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
富
山
を
知
る
ミ
二
事
典
と
し
て
も
便

利
で
す
。

-
申
込
先
/
富
山
県
統
計
協
会
(
県
庁
統
計
課

内
)
ま
た
は
市
町
村
統
計
主
管
課

-
定
価
/
一

冊
三
百
八
十
円

相談窓口のごあんない

。t事局面亙3h沼~..同同町4・F.J

.困り ごと相談所

警察本部防犯少年課

宮 (0764)33-8080
-覚せい剤・サラ金相談

警察本部生活保安課

宮 (0764)41-8904
・暴力団ゼロ 110番

警察本部捜査第二課

程 (0764)42-0110
このほ力、各警察署でも受け

付けています。

-信長記事司陶恒盛喧E・E・
.泊'費生活センター

富山市安住町7-18
安住町第一生命ビル内

宮 (0764)32-9233

-消費生活センター高岡支所

高岡市本丸町7-1
本丸会館内

宮 (0766)25-2777

-・・・・・主.Ji<・同~III・E・-匹・・・・・・

高岡市赤祖父211(総合庁舎内)

岱 (0766)21 -9411 

魚津市新宿10-7(総合庁舎内)

宮 (0765)24-5311

富山市新総曲輪ト7(県庁内)

s(0764)31-4111附)

31-3131 (県民電話)

砺;皮市幸町17 (総合庁舎内)

岱(0763)33-5151 

-高岡地方県民相談室

-魚濠地方県民相談室

~ 

孟

-砺波地方県民相談室

談キ目民-県

富
山
県
は
、
災
害
の
少
な
さ
で
も
全
国
で
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
す
。

火
災
発
生
件
数
は
、
昭
和
し
ハ
卜
年
(
一
一
百
五
十
ヒ
件
)
、
し
ハ
ト
.
年

(
」
一
百
七
卜
一
件
)
と
二
年
連
続
全
国
最
少
。
今
年
も
ト
月
末
現
作
で

二
百
二
十
件
と
全
国
一
の
少
な
き
で
す
。

昭
和
五
十
年
か
ら
十
年
間
の
有
感
地
震
の
回
数
は
合
計
十

こ
れ
は
石
川
県
(
七
件
)
に
次
い
で
二
番
目
の
少
な
さ
で
、

全
国
平
均
(
百
二
十
七
件
)
と
比
べ
て
み
て
も
、
地
震
に
対
す
る
安

全
性
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、

四
件
。

災害安全県

見てください・聞いてください
RADIO 

ラジオ広報TV N鵬 -PAPER

テレビ広報新聞広報

E司EヨE翠 ~a

-R今月
号
の
表
紙
は
か
あ
か
リ
の
ア
ー

ト
展
。
。
か
わ
い
い
女
の
子
を
い
れ
て

の
撮
影
と
な

づ
た
の
で
す
が
、
ま
だ

一

歳
半
。
な
か
な
か
い
う
こ
と
を
聞
い
て

く
れ
ま
せ
ん
。

暗
い
部
屋
で
あ
か
リ
が
つ
い
た
リ
き

え
た
リ
レ
て
、
し
か
も
こ
わ
い
顔
を
し

た
お
じ
さ
ん
が
い
る
も
の
だ
か
ら
、
つ

い
に
は
泣
き
出
し
て
し
ま
う
始
末
。

な
ん
と
か
写
真
は
撮
れ
た
の
で
す
が
、

女
の
子
に
は
迷
惑
な
話
だ
っ
た
か
も
じ

れ
ま
せ
ん
。

ど
う
も
ご
め
ん
な
さ
い
ね
。

0

イ
メ
ー
ジ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
会
議
て
、

高
野
悦
子
さ
ん
か
ら
「
富
山
フ
ァ
ン
ク

ラ
ブ
の
結
成
」
と
い
う
提
言
が
あ
リ
ま

し
た
が
、
「
隠
れ
富
山
フ
ァ
ン
」
が
意
外

と
多
い
と
か
。
食
物
や
自
然
風
土
が
好

き
と
い
う
よ
リ
も
、
富
山
と
良
い
人
間

関
係
を
結
ん
だ
人
こ
そ
が
、
フ
ァ
ン
に

な
っ
て
い
く
の
だ
そ
う
で
す
。

28 

AM9: 30-9: 35 

ラジオ広報
・FMとやま

“ふれあいホットライン"

県内各地からホッ卜な話題を

クリアなサウンドでおとどけ

します

毎週月一金曜日

テレビ広報
・北日本放送
毎週日曜日 AM8: 00-8: 30 
「こんにちは富山県てす」

・富山テレビ放送

毎週日曜日 AM9: 00-9: 30 
rll 0万人のひろば

クイズ/フォー力ス・イン 」

新聞広報
・北日本、富山、読売、北陸中日
毎週第2土曜日
「県からのお知らせ」

毎月最終土曜日
「みんなの県政」

・朝日、毎日
毎月第2、最終土曜日
「県からのお知らせ」

富山県消防操法大会



立
山
連
峰
に
抱
か
れ
て
、

と
や
ま
は
い
ま
、
白
い
ふ
と
こ
ろ
。

冷
た
く
、
寒
い
分
だ
け
、

ハ
l
ト
は
め
い
っ
ぱ
い
、
あ
っ
た
か
い

に
ぎ
わ
い
、
唄
い
、
語
り
あ
う
。

い
き
い
き
富
山
、
冬
の
旅
。

海
の
幸
も
、
い
ま
が
舌
妙
:
:
:
:
:
:
。

白
い
ふ
と
こ
ろ
に
抱
か
れ
て
、

あ
な
た
は
、
ひ
と
と
き
ぷ
ゐ
詩
人
o
l
i
-
-
。

可マ、

a

倒
、
女
，

立山山麓スキー場開き
1 2/1 5 ~ 10 : 00-
~県営ゴンドラ ・極楽坂・あわすの三スキ 場リフト無料
開放

いきいき富山「日本海なべ祭り」
1 / 15~自-17日)
~高岡古城公園 ・直径二mのジャンボ鍋三つに富山湾の幸
を煮こんだ「なべ祭り」

とやまスノーピアード'88
1 / 15~-2/7日)
~富山市城tIt公園他、、左義長まつり"、、雪のふれあい市11 ¥¥雪
像・氷像ショー"など、ビッグな雪まつり

利賀・そば祭り
2/12種目-14日)
~利賀村村営グランド他 ・秘境の里の手打ちそばや濁酒で
温まりながら楽しむ u雪の力一二パlレH

宇奈月温泉雪のカーニパル
2/6出-7(日
~宇奈月温泉街他 ・雪上花火に興をうち、聞に浮かぶ雪像
群に心を燃やす、雪と炎の祭典

いきいき富山自作ソリ競技大会
2/20怯)H~ : OO-
~県営ゴンドラスキー場 ・手作りソリで「スピードJ rデザ
インの奇抜さ」を競うユーモアあふれる大会

昭和62年12月号No.227・企画発行富山県企画県民部広報課富山市新総曲輪1の7ft31-3131 (県民電話)〒930・印刷附チューエツ

~ 

県広報とやま


	01
	02
	03
	04

